
富山県
自宅再建利子助成事業

制度
趣旨

令和6 年1月1日の能登半島地震により 、自ら 居住し ていた住宅に一定の被害を 受けた方等が、県内で 居住

する 住宅を 新築、購入又は補修する た めに、金融機関等から 融資を 受けた 場合の借入額に係る 利子の

支払額の全部または一部について助成し ます。

対象者

令和６ 年１ 月１ 日の能登半島地震で、自ら居住し ていた住居に一定の被害を受け、富山県内で住宅を 再建
し た、次の（ １ ）から（ ３ ）の全てに該当する方。

（ １ ）下記の（ ア）から（ オ）のいずれかに該当する方

　（ ア）市町村が発行する罹災証明書で全壊、大規模半壊、中規模半壊又は半壊の認定を受けた方

　（ イ）被災者生活再建支援法に基づき、住宅の敷地に被害が生じ 、やむを得ず解体を行っ た方

　（ ウ）被災者生活再建支援法に基づき、長期避難世帯とし て認められている方

　（ エ）応急仮設住宅（ 賃貸型応急住宅）または公営住宅目的外使用の入居者であり、これらの供与期間内に退去し た方

　（ オ）その他、知事が認める方

（ ２ ) 住宅を再建し 、その住宅に入居する日の属する年の前年の収入（ 所得）額が、次の収入（ 所得）要件

　 　 を満たす世帯の方

※2 3 歳未満の被扶養者がいる 場合は、世帯収入（ 所得）の制限なし

※高齢者、障害者がいる 場合は、世帯収入（ 所得）の要件の緩和（ 控除）あり

（ ３ ）被災さ れた本人又は本人の親族が住宅再建のために金融機関等から融資を受けていること

１ 世帯（ １ 軒）当たり 1回限り、上限金額3 0 0 万円支給
（ 借入額、利率及び実際の返済期間に基づき 算定し た 利子相当額を 一括支給）

※金銭消費貸借契約書に記載さ れている 貸付利率（ 適用金利）と 金銭消費貸借契約締結日時点の住宅金融支援機構の「 災害復興住宅融資」の融資金利（ 団体信用生命保

　 険に加入し な い 場合に適用さ れる 金利） と 比較し て 低い 方の利率で 算定する 。

※元利均等返済の利子計算方法により 支給金額を 算定する 。

※リ バースモ ーゲージ 型融資（ 高齢者向け返済特例）を 受けて 住宅再建する 場合は、借入金に借入時の独立行政法人住宅金融支援機構が実施する「 災害復興住宅融資」の

　 基本融資額に係る 融資金利（ 団体信用生命保険に 加入し な い場合に 適用さ れる 金利）を 乗じ て 算定し た 額に 2 0 年分を 乗じ て得た 額で 算定する 。

助成額

（ 1）再建し た住宅に令和６ 年7月16日までに入居し た方

　 　 →令和7年1月16日まで

（ 2）再建し た住宅に令和６ 年7月17日以降に入居し た方

　 　 →①②のいずれか早い方まで

　 　 　 ①入居し た日から 起算し て6か月経過し た日　 ②令和9年1月31日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

申請期限

世帯全員の収入が給与収入のみの場合 　 　 　 　 　 世帯収入が6 0 0 万円以内

世帯員の収入に給与収入以外の収入がある 場合 　 　世帯所得が4 4 0 万円以内

再建先の住宅へ入居完了後、原則6か月以内に申請が必要です。

(1) 再建した住宅に令和６年７月17日以降に入居した方

　→①②のいずれか早い方まで
　　①入居した日から起算して６か月経過した日　②令和９年１月31日



申請書類

申請者全員

（ １ ）申請書兼実績報告書及び入居者一覧　 　

（ ２ ）罹災証明書（ 写）

（ ３ ）課税所得証明書（ 住宅を再建し 、その住居に入居し た日の属する年の前年のも の（ 前年の課税所得証明書が取得できない

　 　 場合は前々年のも の））※原則世帯全員分

（ ４ ）借入関係書類（ 金銭消費賃借契約書（ 住宅ローン契約書等）の写し 、抵当権設定契約書の写し（ 無い場合には工事請負契

　 　 約書等）、返済予定表の写し ）

（ ５ ）住宅再建後の住民票（ 再建し た住宅に入居する世帯員全員の続柄記載のも の）

別居する扶養親族がいる場合

（ ６ ）戸籍謄本又は戸籍抄本（ 再建する住宅に入居する者と 別居する扶養親族の関係が分かるも の）

（ ７ ）課税所得証明書（ 住宅を再建し 、その住居に入居し た日の属する年の前年のも の（ 前年の課税所得証明書が取得できない

　 　 場合は前々年のも の）

世帯の中に障害者又は特別障害者がいる場合

（ ８ ）身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳の写し（ 氏名、生年月日、障害の程度が記載さ れている箇所）

申請者と 融資を受けた方が異なる場合

（ ９ ）申請者と 融資を受けた方の続柄が分かる書類（ 戸籍謄本等）

※そ の他、助成対象者の要件や再建方法等により 、追加で 確認書類の提出を お 願い する 場合がご ざ いま す。

（ １ ）再建先の住宅へ入居後、上記郵送先に申請書、添付書類一式を 提出（ ※転居後、原則6か月以内に申請すること）

（ ２ ）助成決定を受けたら、上記郵送先に請求書を 提出

（ ３ ）県が、申請者の指定口座に助成金を振込み

右記より申請書兼実績報告書及び入居者一覧をダウンロード の

うえ、必要事項を記入し 、関係書類を添えて下記の宛先までお送

りく ださ い。

※送付する 封筒には必ず差し 出し 人の住所・ 氏名をご 記入く だ さ い 。

※申請書類には個人情報が多く 含まれる ため、配送状況や到着が確認で きる 書留やレ タ ーパッ ク 等の使用　

　 を お すすめし ます。

申請方法

申請の流れ

富山県自宅再建利子助成事業

〒9 3 0 -0 0 0 3  富山県富山市桜町1 丁 目1 －3 6

富山地鉄ビ ル2 階

富山県自宅再建利子助成事業相談窓口 宛

郵送先

お問い合わせ
富山県自宅再建利子助成事業相談窓口

相談窓口受付時間　 9： 00～17： 00
土・ 日・ 祝およ び年末年始（ 12 /29 ～1 /3 ）休み TEL  0 7 6 -4 0 7 -4 5 3 0

！
自宅再建利子助成金を 装っ た詐欺にご 注意く ださ い！

自治体の職員などが以下のよう なこと を すること は絶対にあり ません！
❌ ATM の操作を お 願いすること 　 ❌ 自宅に訪れ、キャッ シュカ ード などを 預かること 　 ❌ 受給に当たり 、手数料の振込を 求めること

不審に思っ たら

1 8 8 ま た は# 9 1 1 0 へ

〒９３０－８５０１
富山県富山市新総曲輪１－７
富山県建築住宅課　自宅再建利子助成事業担当　宛

富山県建築住宅課
相談受付時間　9:00～17:00　　　　　　　
土・日・祝および年末年始(12/29～1/3)休み TEL　０７６－４４４－３３５５


